
平
成
二
十
七
年
三
月
十
六
日
提
出

質

問

第

一

三

七

号

地
熱
発
電
の
促
進
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

本

村

賢

太

郎
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地
熱
発
電
の
促
進
に
関
す
る
質
問
主
意
書

環
太
平
洋
火
山
帯
に
位
置
す
る
我
が
国
は
、
世
界
で
第
三
位
の
恵
ま
れ
た
地
熱
資
源
を
誇
る
も
の
の
、
実
際
に
運
転
開
始
に

至
っ
て
い
る
地
熱
発
電
設
備
の
設
備
容
量
は
世
界
第
八
位
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
固
定
価
格
買
取
制
度
導
入
後
の
設
備
認
定
容

量
も
約
一
�
四
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
、
太
陽
光
や
風
力
等
を
含
む
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
の
設
備
認
定
容
量
約
七
千
二
百
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
比
し
て
〇
�
一
％
に
も
達
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

し
か
し
、
地
熱
は
、
資
源
僅
少
国
で
あ
る
我
が
国
に
と
っ
て
は
そ
の
豊
富
な
資
源
量
が
魅
力
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
気
象
条

件
に
大
き
く
影
響
を
受
け
る
太
陽
光
や
風
力
等
と
異
な
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
も
安
定
し
た
稼
働
率
に
よ
り
継
続

的
な
発
電
が
達
成
で
き
る
い
わ
ゆ
る
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
我
が
国
と
し
て
特
に
導
入
促
進
を

図
る
べ
き
有
望
な
資
源
で
あ
る
と
考
え
る
。

政
府
に
お
い
て
も
、
地
熱
資
源
の
開
発
・
利
用
に
向
け
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
国
立
公
園
内
で
の
規
制
の
緩
和
や
温
泉
法
に

お
け
る
知
事
の
判
断
基
準
の
提
示
等
の
一
定
の
取
組
が
実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
九
電

シ
ョ
ッ
ク
」
後
の
固
定
価
格
買
取
制
度
の
改
正
の
中
で
も
地
熱
発
電
は
出
力
制
御
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
お
り
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
も
特
に
優
先
的
に
導
入
を
図
っ
て
い
く
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
政
府
の
取
組
に
つ
い
て
は
一

一



定
の
評
価
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
上
述
の
地
熱
発
電
の
豊
富
な
資
源
量
や
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し
て
の
位
置
付

け
、
こ
れ
ま
で
の
導
入
が
余
り
に
僅
少
で
あ
る
状
況
に
照
ら
す
と
、
さ
ら
な
る
導
入
拡
大
を
図
る
必
要
性
や
資
源
開
発
の
余
地

が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
、
昨
年
十
二
月
の
政
府
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
小
委
員
会
配
布
資
料
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
別
の
課
題
と
推
進
策

に
つ
い
て
」
で
は
、
今
後
の
導
入
拡
大
の
た
め
の
課
題
と
し
て
、
①
新
規
地
点
の
更
な
る
創
出
（
国
立
・
国
定
公
園
内
等
に
お

け
る
空
中
物
理
探
査
の
円
滑
な
実
施
）
、
②
発
電
出
力
の
最
大
化
対
策
（
国
立
・
国
定
公
園
第
二
・
三
種
地
域
に
お
け
る
高
さ

規
制
対
策
）
、
③
長
期
に
渡
る
開
発
期
間
の
短
縮
化
（
四
年
程
度
か
か
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
半
減
）
、
④
地
元
と
の
合
意

形
成
の
促
進
（
温
泉
事
業
者
や
自
然
保
護
団
体
な
ど
の
地
熱
開
発
に
対
す
る
理
解
を
促
進
）
、
⑤
開
発
コ
ス
ト
の
更
な
る
低
減

（
地
熱
資
源
探
査
技
術
の
高
度
化
）
の
五
つ
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
認
識
に
つ
い
て
は
、
日
本
地
熱
協
会
等
の

関
係
団
体
の
意
見
や
報
道
の
論
調
等
に
照
ら
し
て
も
概
ね
共
通
し
て
い
る
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
政
府
に
お
け
る
課
題
の
認
識
状
況
を
踏
ま
え
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

地
熱
発
電
の
一
層
の
促
進
の
た
め
に
は
、
具
体
的
な
目
標
の
設
定
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
政
府
に
お
け
る
発
電
量
の
数

値
目
標
・
年
次
目
標
を
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

二



二

一
に
掲
げ
た
目
標
に
向
け
、
政
府
で
は
今
後
、
上
記
①
か
ら
⑤
の
課
題
ご
と
に
、
経
済
的
な
支
援
等
の
政
策
展
開
を
含

み
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
年
次
目
標
に
沿
っ
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


